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「皆さーん！ まめなかな？」 

（お元気ですか？） 

 

 
第 16 回学術講演会  

高山大会 実行委員長  

洞谷真紀子 

（社会福祉法人飛騨慈光会  

山ゆり学園 看護師） 

   

  

第 16 回学術講演会は、浜松大学健康プロデュ

ース学部健康栄養学科教授 金谷節子先生を特別

講演の講師にお迎えして、平成 25 年 11 月 3 日

(日)に飛騨高山で開催することになりました。午後

からは、各務原市福祉の里の施設長で言語聴覚士

である安田香実氏に「小児の摂食・嚥下障害～発

達と療育～（仮題）」について、歯科衛生士の岩井

礼子氏には「口腔機能向上プログラムの取り組み

の実際（仮題）」についての講演をそれぞれお願い

しています。 

私は知的障害児福祉型入所施設「山ゆり学園」

にて看護師として勤務しています。この学園には

重症心身障害児(者)の通園施設「ゆりのこ」が併設

されています。通園されている利用者さんは、未

就学児から２０歳代の成人と年齢幅があり、経管

栄養を行っている利用者さんも多いですが、摂

食・嚥下障害をもつ利用者さんへの食事支援にも

取り組んでいます。 

当研究会には 7 年前に入会し、毎年学術講演会

のスタッフとしてお手伝いさせてもらっています。 

 

 

摂食・嚥下障害をもつ利用者さんに直接現場で関 

わることが多い中、この大会に参加し、7 年間で

たくさんの職種の方々と交流を持たせて頂き、「安

全においしく食べること」を学ばせて頂きました。

しかし直接現場で実践するには自分一人の力だけ

では、良い取り組み、持続性のある取り組みがで

きず、もっともっと摂食・嚥下に対する知識を多

くの現場職員に広める事ができればと思っていま

す。そして、お口から食べる、味わうことの素晴

らしさや、口腔ケアは心身ともに健康を増進する

大切な支援であることを、もう一度知っていただ

くためにも今まで以上に多くの方々に参加してい

ただきたいと思っています。 

今回の学術講演会は例年より少し早い時期の開

催となりますが、昨年は 11 月 14 日に初雪（積

雪）が降りました。遠方からも多くの方々に参加

して頂きたいため、雪が降る前に開催できればと

計画しています。連休になりますので、高山観光

も含め、足を延ばしていただけたら嬉しく思いま

すので、実行委員・スタッフ一同頑張って企画準

備しお待ちしております。 
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さんのご参加
をお待ちして
います！ 
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「症例検討会に参加して」 

             
各務原市福祉の里たんぽぽ  

保育士 宇野 智香 

 

今回の研修に参加して特に印象的だったのは、

別室で行われた、講師の野沢先生のデモンストレ

ーションのライブ映像を見ながらの多職種による

グループ検討会です。個人的なことですが、私は

まだ肢体不自由児施設の経験が浅く、保育士とし

ての役割も自分の中でまだはっきりとしていない

状態での参加でした。そのため、ベテランの訓練

士や学校の先生達に交じっての検討会では拙い意

見しか出せないと思っていました。また、今回は

摂食がテーマだったため言語聴覚士の意見が中心

になるのだろうとも思っていました。しかし、実

際自分の考えを出してみると「なるほど、そんな

方法もあるのか。」「思いつかなかった。」といった

反応が返ってきて驚きました。そして、言語聴覚

士、作業療法士、学校の先生、保育士、それぞれ

の専門分野・専門知識から考え出された支援方法

を、互いに受け止め

つつ組み合わせるこ

とで良いアイデアが

生まれるという場面

を経験することがで

き、「これこそが多職

種の強みなんだ！」

と感動しました。実

際の業務の中では、

今回の検討会の様に

全ての職種が同じ映像を見て意見を出し合うとい

うことは時間的になかなか難しいですが、より一

層多職種の強みを生かした支援のできる施設にし

ていきたいと思いました。 
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小児勉強会 

感想 

レポート  

 

 

年会費納入について 
 

納入金額：平成２５年度分 会費 1,000 円 

納入期限：８月末日まで 

 前年未納者は 2,000 円 

振 込 先：郵便振替 加入者 岐阜県嚥下障害研究会 

           口座番号 ００８９０-３-１１４１４２ 

 

＊通信欄に「○○年度分会費」とご記入願います。 

＊“振替用紙の控え”をもって 会員証とします。 

＊２年間会費を滞納すると、自動退会となります。 

 
 

（注）未入会者は 入会申込み手続きが 別途必要！ 

問合わせ：土岐市立総合病院リハビリテーション部 

言語聴覚士 加藤まで 

FAX 0572-54-8488 または 

Mail: gifukenengesyougaikenkyukai@yahoo.co.jp 

 

 

  

平成２５年１月２７日（日） 

10：00～講 義 

「幼児期から学齢期への摂食移行支援の考え方」 

講師 信濃医療福祉センター 非常勤 

言語聴覚士 野沢由紀子氏 

12：30～症例検討会 

提案者 各務原市福祉の里 

医療型児童発達支援センターたんぽぽ 

    言語聴覚士 小倉美紀子氏 

場所：各務原市福祉の里 
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第 8 回小児摂食指導講習会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

日時：平成 25 年 8 月２５日（日） 

９時 30 分～１６時 

会場：タウンホールとみか（富加町）            

講師：加藤孝憲 土岐市立総合病院 研究会副会長 

   柴田一浩 県立希望が丘学園 研究会 理事 

川口千治 朝日大学附属病院 研究会 理事 

豊島義哉 国立病院機 構東名古屋病院 会長  

 

 

日時：平成２５年８月３日（土）、４日（日） 

会場：多治見市総合福祉センター 

内容：別紙案内の通り 

講師：心身障害児総合医療療育センター歯科 

歯科医師 尾本 和彦氏 

 

参加費：会員 1.000 円、非会員 3.000 円     

 

 

■平成 25 年度 第 1 回研修会（小児領域） 

日時：平成２５年６月 1 日（土）13：45～16：30    

会場：朝日大学 1 号館 3 階第 4 大講義室 

講演：「いのちの理由」～新生児医療の現場から～ 

講師：岐阜県総合医療センター 医師 寺澤 大祐氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
成人勉強会 

講習会・研修会案内  
 

日 時：平成２５年３月２日（土） 場所：朝日大学１号館３階 第４大講義室 

１．発 表 ３０分×４名 

➀ 「誤嚥性肺炎を繰り返した患者の看護」 東海中央病院 地域医療支援センター   看護師 安江智子氏 

② 「介護施設における歯科衛生士の活動」介護老人保健施設 巣南リハビリセンター 歯科衛生士 平方穂子氏 

③ 「食べたいという気持ちを引き出す摂食指導 ～外部専門家との連携を通して～」 

                        岐阜県立岐阜希望が丘特別支援学校 教諭 高田亜希子氏 

④ 「ワレンベルグ症候群を呈したがバルーン法を試み常食経口摂取可能となった症例」    

土岐市立総合病院 リハビリテーション部  言語聴覚士 藤井優氏 

 ２．講 演 60 分 

「嚥下と口腔周囲の働き」   朝日大学歯学部口腔構造機能発育学講座 小児歯科学分野 講師 

歯科医師 長谷川信乃氏 

 

研修会 

第 16 回 摂食・嚥下リハビリテーション講習会 初級課程 
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新 役 員 名 簿 25.4～28.3  

 

会 長 豊 島 義 哉 （国立病院機構 東名古屋病院 リハビリテーション部 言語聴覚士長 

/かも ことばとこころの相談室 代表 言語聴覚士） 

副会長 玄   景 華 （朝日大学 歯学部 口腔病態学講座障害者歯科学分野 教授 歯科医師） 

副会長 加 藤 孝 憲 （土岐市立総合病院 リハビリテーション部 主任 言語聴覚士） 

理 事 林   哲 次 （岐阜県歯科医師会 地域医療委員会 歯科医師） 

理 事 柴 田 一 浩 （岐阜県立希望が丘学園 訓練指導課 主査 言語聴覚士） 

理 事 田 中 一 枝 （飛騨慈光会 山ゆり学園 施設長 ） 

理 事 安 田 香 実 （各務原市福祉の里 つくし・たんぽぽ・さくら施設長 言語聴覚士） 

理 事 岡 村 秀 人 （中濃厚生病院 リハビリテーション科 主任 理学療法士） 

理 事 川 口 千 治 （朝日大学附属病院 歯科衛生士長） 

理 事 伊 藤 仁 美 （管理栄養士） 

理 事 栗 木 みゆき （岐阜県歯科衛生士会 副会長  

/多治見口腔ケアグループはねっと 代表 歯科衛生士） 

理 事 植 木 敏 子 （高山厚生病院 主任 摂食・嚥下障害看護認定看護師） 

理 事 田 中 さとみ （岐阜県総合医療センター 看護師長 /摂食・嚥下障害看護認定看護師） 

理 事 阿 部   忍 （サンバレーかかみ野 リハビリテーション部リーダー 言語聴覚士） 

理 事 品 川 康一郎 （多治見市民病院 リハビリテーション課 主任 言語聴覚士） 

理 事 鈴 木   勝 （山内ホスピタル リハビリテーション科 責任者 言語聴覚士） 

理 事 安 田 順 一 （朝日大学歯学部 口腔病態学講座障害者歯科学分野 講師 歯科医師） 

理 事 二 村 洋 代 （岐阜県立多治見病院 摂食・嚥下障害看護認定看護師） 

理 事 藤 井 重 子 （白川病院歯科/岐阜県歯科衛生士会理事 歯科衛生士） 

監 事 長谷川 信 乃 （朝日大学歯学部 口腔構造機能発育学講座小児歯科学分野 講師 歯科医師） 

監 事 渡 辺 真実子 （太田病院 栄養課 課長 管理栄養士） 

 

You Tube に昨年の第 15 回学術講演会中濃大会

の様子をアップしています。岐阜県嚥下障害研究

会で検索してください。 

― 編集後記 － 

年会費の納入をお願いいたします。２年間滞納しますと、自動退会となります。 

研究会事務局が土岐市立総合病院リハビリテーション部内 加藤孝憲宛に移動しました。ご迷惑をおかけい

たしますがよろしくお願いいたします。住所等は以下の通りです。 

〒509-5193 岐阜県土岐市土岐津町土岐口 703-24 土岐市立総合病院リハビリテーション部内 

FAX 0572-54-8488（代表） （TOYO） 


